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 GLOBAL X ETF リサーチ 

 

中国が変える世界のリチウム産業 

 

執筆者： 

リチウムイオン電池の製造は、もともと東アジアが中心でしたが、2000年代前半から東アジアの中でも中国に徐々に重心が

動いて行きました。現在、中国企業は、世界のリチウムサプライチェーンにおいて川上から川下まで重要な位置を占めており、

2021年にはバッテリーセル製造の約80％を占めるまでになっています。1 2000年代は携帯電話やノートパソコンなどの家電製

品の普及がリチウムイオン電池の普及を後押ししていましたが、2020年代には世界的なEV（電気自動車）へのシフトがリチウ

ムイオン電池の大きな追い風になっています。したがって、中国のリチウム企業を理解することは、今後予想される電気自動

車の普及の原動力となるものを理解する上で極めて重要と言えます。 

 

中国への重心の移動 
 

1970年代のスタンレー・ウィッティンガム、1980年のジョン・グッドイナフを筆頭に、ノーベル賞を受賞した画期的な発見がリチウ

ム電池の実用化の扉を開きました。これらの試みは完全には成功しませんでしたが、1985年の吉野彰博士による、リチウムイ

オン電池をより安全で実用的なものにする、重要な発明の基礎を築きました。以後、リチウム電池の販売競争は日本が早く

から先行し、韓国の台頭により東アジアが産業の中心となりました。 

 

2015年までに、中国は韓国と日本を抜いて、リチウムイオン電池の輸出国トップとなりました。その背景には、政策的な努力

と大胆な起業家精神がありました。比較的若い2つの企業、BYDとCATL（Contemporary Amperex Technology Company 

Limited）が先駆者となり、現在では中国の電池容量のほぼ70％を占めるまでになっています。2 

 
 

 
 
 

GLOBAL X リサーチ 

 
日付：2022年9月27日  

 

 

世界の上位EV電池メーカーの市場占有率（2022年上半期） 
出所：下記から得た情報に基づきGlobal X ETFが作成：CnEVPost （2022年8月8日）。CATLは、上半期において世界の

電力用電池市場の34.8％を占めている。リチウムイオン電池産業ニュース＆マーケットインテリジェンス。 

CATL 

LGエナジーソリューション 

BYD 

パナソニック 

SK On 

サムソンSDI 

CALB 

グオシュエン・ハイテク（国軒高科） 

サンウォーダ（欣旺达） 

SVOLTエナジー（蜂巣能源科技） 

https://www.globalxetfs.com/
https://www.globalxetfs.com/research/
https://www.globalxetfs.com/research/
https://www.globalxetfs.com/about/
https://www.globalxetfs.com/contact/
https://www.globalxetfs.com/contact/
https://www.globalxetfs.com/news/
https://www.globalxetfs.com/privacy/


当社のETF 

リサーチ＆レポ

ート 

会社情報 

お問い合わ

せ 

お知らせ 

プライバシーポリシー 
2 

 

 

1999年、エンジニアのロビン・ツェンが設立したアンペレックス・テクノロジー社（ATL）が2003年にアップルからiPod用バッテリーの

製造委託を受け、急成長を遂げました。その後2011年、ATLのEV用電池事業は、CATLにスピンオフしました。2022年上

半期時点で、CATLは世界のEV用電池市場の34.8％を占めています。3 

 

1995年、化学者の王伝福（ワン・チュアンフー）が深圳でBYDを設立しました。リチウム産業におけるBYDの初期の成功は、

携帯電話や家電製品用の電池の製造が端緒でしたが、BYDが北京ジープ・コーポレーション（Beijing Jeep Corporation）

から固定資産を購入したことが、自動車分野への進出のきっかけとなりました。2007年、BYDの躍進がバークシャー・ハサウェ

イの目に留まります。2022年上半期末には、BYDは世界のEV販売台数でテスラを上回りましたが、ここで注目すべきは、

BYDは純粋なEVとハイブリッドEVの両方を販売している一方で、テスラは純粋なEVのみに焦点を当てているという点です。4 

 

CATLとBYDの台頭は、政策的な支援に支えられたものでした。リチウム電池は、2004年の「自動車産業発展政策」で中国

の政策当局のアジェンダに初めて採用され、その後2009年および2010年のEV用電池および充電スタンド補助金が実施され

ました。5 2010年代を通じて、電気自動車に対して1万ドルから2万ドルの補助金を支給する制度がありましたが、これは、認

可された中国のサプライヤーからリチウムイオン電池を調達して中国で自動車を組み立てる企業にのみ適用されたものです。

6 つまり、中国市場には海外の電池メーカーも参入が許可されていたものの、補助金制度のために中国の電池メーカーの方

が魅力的な選択肢となったのです。 

 

中国でのEV普及がリチウム需要を牽引 
 

中国がEV普及でリードしていることが、リチウム電池の世界的な需要急増の背景になっています。2021年時点で、中国で販

売される自動車の13％がハイブリッド車または純EVであり、その数は増加の一途をたどっています。CATLとBYDがここ20年で

世界的な大企業に成長したことは、中国におけるEVのダイナミズムを象徴していると言えます。 

 

EVの普及に伴い、ニッケル系電池から鉄系電池（LFP）へと需要がシフトしていますが、LFPはエネルギー密度が低く航続距

離が短いため、かつては人気がありませんでした。中国にとって好都合なことに、世界のLFPセルの9割は中国で製造されてい

ます。7 ニッケル系からLFPへの切り替えは容易ではないので、当然ながらLEP分野では中国はシェアを落とすことになります

が、それでも中国は当面、LFPの分野で優位なポジションを維持することができると思われます。 

 

エネルギー移行と鉱物利用：電気自動車と従来型自動車の鉱物利用比較 
出所：下記から得た情報に基づきGlobal X ETFが作成：Vuocolo, A.（2022年1月25日）。電気自動車がレアアースを大量に

消費し、鉱山業者が苦境に立たされている。Cheddar News。 
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近年、BYDは、電池の安全性を飛躍的に高めたLFPブレード電池の開発を進めています。これは、スペースを最適化した新

しい電池パック構造で、BYDはブレード電池が釘刺試験に合格しただけでなく、表面温度も十分に低く保たれることを明らか

にしています。8 BYDが全ての純電気自動車にブレード電池を採用するほか、トヨタ自動車やテスラなど大手自動車メーカー

もブレード電池の採用を予定している、あるいは既に採用していますが、テスラについては、どの程度採用するか不透明な部

分が残っています。9,10,11 

 

一方、CATLは2022年6月に「麒麟電池」を発売しました。安全基準の変革を目指すブレード電池とは異なり、麒麟電池は

エネルギー密度や充電時間などで差別化を図っています。12 CATLは、10分以内に80％まで充電でき、電池のエネルギーの

72％を走行に利用できるとしており、これらの電池を支える技術の驚異的な成長が浮き彫りになっています。13,14 

 

 

中国企業が世界のサプライチェーンで戦略的ポジションを確保 
 

EV分野でのCATLやBYDの活躍も重要ですが、川上分野での中国の圧倒的な存在感も見過ごすことはできません。原料リ

チウムの生産の大半を占めるのはオーストラリアとチリであり、その世界シェアは55％と26％となっています。川上分野では、中

国は世界のリチウム生産量の14％を占めるに過ぎません。15 しかし、近年、中国企業は世界各地の鉱山の株式を大量に

購入し、川上分野での存在感を高めています。 

 

これらの株式を買い漁っているのは、電池メーカーと鉱山業者です。2021年の注目すべき例としては、ズージン・マイニング・グ

ループ（紫金鉱業集団）によるトレス・ケブラダスの765百万ドルの買収、CATLによるカーチャリ・イーストとパストス・グランデス

（いずれもアルゼンチン）の298百万ドルの買収などが挙げられます。16 2022年7月、ガンフォンリチウムがアルゼンチンのリシアを

最大962百万ドルで100％買収する計画を発表しました。17  

セル生産能力（Gwh） 
出所：下記から得た情報に基づきGlobal X ETFが作成：Wood Mackenzie。（2022年3月22日）。世界のリチウムイオン電池

容量は2030年までに5倍に増加へ。 
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要は、リチウムはグリーン革命を支える重要な材料であり、中国企業は取り残されないようリチウムに投資することを望んでい

るのです。 

 
 

 
 
 

環境問題への対応で可能性を秘めるエネルギー貯蔵 
 

2030年までに排出量のピークを達成し、2060年までにカーボンニュートラルを実現するという中国の公約も、EV導入の必要

性を高める一因となっています。中国の再生可能エネルギー目標を達成するためのもう一つの重要な要素は、エネルギー貯

蔵技術の導入です。エネルギー貯蔵は、再生可能エネルギープロジェクトと密接に関係しています。だからこそ、中国政府は

現在、再生可能エネルギープロジェクトに対し5～20％のエネルギー貯蔵を義務化しているのです。カーテイルメント、すなわち

需要不足や送電トラブルによる意図的な出力制御を最小限に抑えるためには、エネルギー貯蔵が重要となります。 

 

揚水発電は2020年時点で30.3GWと最大の蓄電源となっていますが、水力発電以外の蓄電は約89％がリチウムイオン電

池によるものです。18,19 揚水発電は長期間の貯蔵に適しているのに対し、リチウム電池は再生可能エネルギーで必要とされ

る短時間の貯蔵に向いています。 

 

中国の蓄電池容量は現在約3.3GWに過ぎませんが、今後大規模な拡張が計画されています。これらの計画は、2022年3

月に発表された「第14次エネルギー貯蔵5カ年計画」に詳しくまとめられています。20 この計画の大きな目標の一つは、2025

年までにエネルギー貯蔵の単価を30％削減することであり、これにより貯蔵は経済的に望ましい選択肢となる可能性があり

ます。21 さらに、国家電網は、再生可能エネルギーの成長を下支えするために、2030年までに100GWの蓄電池容量を追加

する予定です。これにより、99GWを見込む米国をわずかに上回り、中国の蓄電池群が世界最大となる見込みです。22 

中国におけるリチウム電池バリューチェーンのトレンド 
出所：下記から得た情報に基づきGlobal X ETFが作成：Chen, S.およびZhang, L.（2021年8月）。 

中国のリチウム電池産業の発展：Deloitteの考察。Deloitte Management Consulting。 
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結論 
 

中国企業は、すでに世界のリチウムサプライチェーンを変革していますが、さらに急速なスピードで技術革新を続けています。

業界における重要性を物語るように、2022年8月18日現在、中国企業は Solactive Lithium Indexの41.2％を占めるまでに

なっています。このインデックスは、リチウムの探査や採掘、またはリチウム電池の製造に積極的な、最大級かつ最も流動性の

高い企業のパフォーマンスを追跡するために設計されたものです。23 世界的に、リチウムの価格は2020年7月1日から2022年

7月1日の間に13倍、最大で1トンあたり67050ドルに達しています。24 中国では、2021年8月20日から2022年8月19日の間

に、炭酸リチウムの1トン当たり価格が105000人民元から475500人民元へと357％上昇しました。25 炭酸リチウムの価格が

歴史的な高値、あるいはそれに近い水準で上昇しているため、中国企業は当然ながら恩恵に浴する立場にあります。 

 

 
このリチウム価格の動向は、2021年8月18日から2022年8月18日までの間、中国および米国の電池・リチウム関連銘柄が逆

風の中にあってボラティリティが高進した幅広い市場指数をアウトパフォームする一助となっており、 MSCI China All Shares 

Indexが-22.28％だったのに対し、MSCI China All Shares IMI Select Batteries Index は+1.60％のリターンを達成しまし

た。26 実際、MSCI China All Shares IMI Select Batteries Indexのリターンが+1.60%であったのに対し、Solactive Global 

Lithium Indexのリターンは同期間に-0.74％となっており、中国の電池・電池材料銘柄は世界のリチウム株をアウトパフォーム

していることがわかります。27 

リチウムの価格は今後数年間は高止まりし、電池メーカーにとって逆風となる可能性があると当社は考えています。しかし今

後は、リチウム電池技術の向上により、電気自動車の価格が下がって効率が向上し、リチウムの需要も増加することが予想

されます。リチウムのサプライチェーンにおける中国の影響力を考えると、中国企業は今後数年間にわたり、リチウム産業にお

いて重要な役割を果たすと思われます。 

中国における炭酸リチウムの価格（人民元/トン） 
出所：下記から得た情報に基づき、Global X ETFが作成：Trading Economics （2022年）。リチウム。2022年8月18日現在

で同日閲覧。 
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用語集 

MSCI China All Shares IMI Select Batteries Indexは、電池のバリューチェーンに焦点を当てた新製品やサービスの開発に関連する、上海、

深圳、香港の中国上場銘柄のパフォーマンスを表すことを目的としています。 

MSCI China All Shares Indexは、中国のA株、B株、H株、レッドチップ、Pチップ、および外国株（ADRなど）の大型株と中型株の代表的な

銘柄を網羅しています。このインデックスは、中国の香港、上海、深圳、および中国国外で上場している中国の株式クラスの投資機会を映

し出すことを目的としています。中国A株を含む統合MSCI中国株式のユニバースの概念に基づいています。 

Solactive Global Lithium Indexは、リチウムの探査および／または採掘、あるいはリチウム電池の製造に積極的な、最大かつ最も流動性

の高い上場企業のパフォーマンスを追跡します。このインデックスはユーロ建てのトータルリターンインデックスとして算出され、半年毎に調整さ

れます。 

 
 

指数のリターンは説明のみを目的としており、ファンドの実際のパフォーマンスを表すものではありません。指数のリターンには、運用手数料、取引費用や、経費は含まれて

いません。各指数は運用されておらず、当該指数へ直接投資することはできません。過去の運用成績は、将来の成果を保証するものではありません。各ファンドのパフォ

ーマンスは、上の名前をクリックすると表示されます。 

投資は元本が毀損する可能性などのリスクを伴います。国際投資には通貨価値の不利な変動、一般に公正妥当と認められる会計原則の相違または他国の社会

的、経済的もしくは政治的不安定性を原因とする元本毀損リスクが伴う場合があります。新興国市場については上記と同一の要因に加え、高い変動性および低い

流動性に起因する他市場より高いリスクが伴います。 

単一の国に特化した証券および対象を限定した投資は変動性が高くなる可能性があります。リチウムおよびリチウム採掘業界への投資には、その他にも追加的なリ

スクが存在します。 

ETFの証券は市場価格（NAVではありません）で売買され、当ファンドが個別に償還することはありません。投資リターンは、仲介手数料により減少します。 

投資を実際に行う前に、ファンドの投資目標、リスク、手数料、費用について慎重にご検討ください。この情報およびその他の情報はファンドの完全な目論見書または
要約目論見書に掲載されています。目論見書はglobalxetfs.comからご入手いただけます。投資を行う前に、十分注意して目論見書をお読みください。 
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